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衣浦東部広域連合ＮＥＷＳ
▪30年第２回衣浦東部広
域連合議会定例会
　８月２４日に刈谷市役所にお
いて開催されました。
　議会では２９年度衣浦東部
広域連合一般会計継続費の
精算についての報告、２９年
度一般会計歳入歳出決算認
定、３０年度一般会計補正予
算についての議案が可決され
ました。
　
▪29年度衣浦東部広域
連合一般会計歳入歳出決
算を認定
　歳入では、関係市の分担
金が５,０７４,１４２,１２８円で全
体の約９４．６％を占めていま
す。
　歳出では、消防費が４,７５７,
２０５,１４５円で全体の９２.０％
を占めています。

今回選出の衣浦東部広域連合議会議員（議席番号順、敬称略）
刈谷市選出議員　外山鉱一、鈴木浩二、上田昌哉、鈴木絹男
問　衣浦東部広域連合事務局総務課（☎63-0131）

科　　目 予算現額 収入済額 構成比 収入率
分担金および負担金 5,074,142,000 5,074,142,128 94.6% 100.0%
使用料および手数料 15,633,000 20,180,600 0.4% 129.1%
国庫支出金 9,666,000 9,666,000 0.2% 100.0%
県支出金 86,000 58,000 0.0% 67.4%
財産収入 6,704,000 6,722,538 0.1% 100.3%
寄附金 1,000 0 0.0% 0.0%
繰越金 232,927,800 232,927,672 4.3% 100.0%
諸収入 16,235,000 23,117,182 0.4% 142.4%
　　　　 計 5,355,394,800 5,366,814,120 100.0% 100.2%

科　　目 予算現額 支出済額 構成比 執行率
議会費 2,336,000 2,091,328 0.0% 89.5%
総務費 228,840,000 203,329,899 3.9% 88.9%
消防費 4,893,755,800 4,757,205,145 92.0% 97.2%
公債費 210,463,000 209,704,778 4.1% 99.6%
予備費 20,000,000 0 0.0% 0.0%
             計 5,355,394,800 5,172,331,150 100.0% 96.6%

歳　入　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  単位：円

歳　出　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                  単位：円
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な
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